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英語専門領域の紹介 

 

 
１．英語専門領域が輩出する人材 

英語専門領域は、これまでに多くの優れた英語教員・小学校教員を輩出しています。卒

業生には、学校や地域をけん引するリーダー的な教員、教育委員会に引き抜かれて指導的

な立場になった教員が多くおり、教育現場から高く評価されています。教員採用試験の受

験者はほとんどが合格しており、全国トップクラスの英語教員養成講座と言えます。 

 
２．英語専門領域で学べること、研究すること 

英語専門領域では、ことばとしての英語やその習得、英語をとりまく文化や歴史、英語

コミュニケーション、英語教育に関する諸課題、について学び研究することができます。

そのための専門科目を開講しています（『履修の手引き』を参照）。 

 
３．カリキュラム 

教科教育コースの「英語」にかかわるカリキュラムは、中学校・高等学校の「英語」の教

員免許の取得を前提にして組み立てられています。中学校・高等学校「英語」第１種免許状

の取得には、英語科の開講科目から、以下の必修単位に加えて８単位以上の修得が必要です。 

 

 
小学校の「外国語活動」「外国語」については、小教専および初等教科教育法（教育学部生全員

が必修）で学ぶことが出来るのに加えて、英語領域でのゼミ指導・卒業研究で取り組むことが出

来ます。 

 
４．英語教育講座所属教員と専門分野 

 
田中秀毅：英語学 

斉田智里：英語教育学 

大塲貴志：第二言語習得論・英語教育学 

髙瀬祐子：英語文学（アメリカ文学） 

小竹空翼：小学校英語 

Arora Swati：国際関係論・外国語教育・国際理解教育 

 
以上の6名の他に、非常勤講師（Andrew Boerger：英語コミュニケーション論）が専門科目

を担当します。 

 

５．英語専門領域で修得できること 

教科教育コースの「英語」を専門領域とした場合には、以下のような知識と能力を修得

英語学（４単位）、英語文学（２単位）、英語コミュニケーション（４単位）、

異文化理解（２単位）、教職関連科目（英語教育）（８単位） 
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することができます。もちろん、「それなりの努力をしたら」という条件付きです。 

(1) 第二言語としての英語の習得と英語教育に関する知識・研究・実践力 

(2) 英語についての言語学的な知識と研究能力 

(3) 英米の文学・文化についての知識と研究能力 

(4) 英語によるコミュニケーションの能力 

 
６．教員からのメッセージ 

 

大塲
お お ば

 貴志
た か し

 (英語教育専門) 

 

英語を教えるためには、英語の仕組み（英語学・音声

学）、英語圏の文化・文学、言語を習得するメカニズムや習

得に与える諸要因（第二言語習得論: Second Language 

Acquisition [SLA]）、教科教育法（指導法）など、幅広い分

野の学問を通じて英語教師の基盤を育成するのが英語教育領

域です。私の専門は第二言語（外国語）をどのように学び習

得するのが学習者にとって効果的かを科学的に実証する学問

である第二言語習得論です。特に教室内での文法指導や内容

重視の指導法（CLILなど）に関心があります。また、中学

校での教員経験を生かし、効果的な指導技術を皆さんに伝

え、理論と実践を兼ね備えた教員を養成してきました。SLA

研究に基づいた指導法を研究し実践することは最先端な分野

でもあり、学校現場に還元できるという大きなやりがいがある分野です。是非、英語教育の

スペシャリストになるために一緒に楽しく学びましょう。各分野のスペシャリストが皆さん

を全力でサポートいたします。 

 

斉田
さ い だ

 智里
ち さ と

(英語教育専門) 

  

 みなさんは、なぜ英語を学習していますか？英語学習の目

標は何ですか？英語を使って何をしたいですか？みなさん

が、英語の先生になったとき、どのような英語を教えたいで

すか？生徒たちにどのような英語の力を身につけてもらい、

英語を使って何が出来るようになってほしいと思いますか？

英語力って何でしょうか？例えば、読解力とか、文法力と

か、語彙力とかが思い浮かんだとき、それらが具体的にどの

ような力なのか説明出来ますか？読むってどういうことなの

か？文法や語彙の知識は何のためにあるのか？私は英語力と

は何か、英語力をどのように測定し評価するのか、評価結果

をどう教育や指導に活かしていくのか、という視点から、研

究活動を進めています。英語力をどう測り、どう伸ばしてい

くのか、今や世界規模で研究が加速化、教育が過熱化しています。私は、その先にあるもの

は何か、に着目しています。みなさんには、英語を通して、社会を見る眼を養い、民主主義

のよい担い手として、世界の平和に貢献する人になってほしいと切に願っています。 
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小竹
こ た け

 空翼
あ い き

（英語教育専門） 

 

私の専門は小学校英語教育で，小学生に英語を教え

るという仕事のおもしろさに魅せられ，実践と研究を

重ねてきました。子どもたちは，大人が想像する以上

に深く考え，試行錯誤しながら，初めて出会う外国語

に立ち向かい，自ら学び取る力を持っています。その

力を十分に引き出すことができるかどうかは，私たち

指導者次第です。小学校で英語を教えるためには，児

童期の言語習得についての深い理解と，その理解に支

えられた指導技術が必要です。一朝一夕に身に付くも

のではありませんが，大学の4年間で根底となる考え方を身につけ，学び続ける教師として巣

立ってほしいと願っています。子どもたちの言葉の使い手としての成長に立ち会える，とて

もやりがいのある仕事です。英語領域でみなさんと共に学べることを楽しみにしています。 

 

髙瀬
た か せ

 祐子
ゆ う こ

（英語文学専門：専門領域代表） 

 

教育学部「英語領域」と聞くと、教員になるために英語を教える方法を学ぶ場所をイメー

ジする人がほとんどではないでしょうか？ しか

し実際はそれだけではなく、ここでは英語学や英

米文学、英語圏の文化など英語に関する様々なこ

とを学ぶことができます。私の専門は19世紀のア

メリカ文学ですが、授業ではアメリカやイギリス

の文学作品を通して、文化、歴史、人種やジェン

ダーなど様々なことを扱っています。教員は日々

児童や生徒にアウトプットする仕事です。そのた

めには、たくさんのことをインプットする必要が

あります。魅力的な教員になることを目指し、英語領域で幅広い知識や深い教養を身につけ

ましょう。 

 

田中
た な か

 秀
ひで

毅
き

（英語学・言語学専門） 

 

英語教育と聞くと教え方を思い浮かべる人が多いと思いま

すが、教える内容の理解も等しく重要です。私の専門は教え

る内容に関係します。具体的には、英語と日本語を語順や意

味の観点で比較し、「英語らしさ・日本語らしさ」の解明を

めざしています。たとえば、「ジョンはメアリーの目を見

た」を英訳する場合、John looked at Mary’s eyesと訳す人

が多いと思いますが、John looked Mary in the eyeと訳すこ

ともできます。前者では見る対象が「（メアリーの）目」な

のに対して、後者ではそれが「メアリー」になっています。

つまり、後者は見るという行為によって影響を受ける＜全体＞を示してから視線が当たる＜

部位＞を示す構文とみることができます。影響の受け手に注目するということは、それを感
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受できるものが対象にならなければなりません。よって、人形のような無生物には当該構文

は用いません。このように英語という言語の理解を深めていくことで「英語らしさ」を教え

られる先生になってほしいと願っています。 

 

Arora Swati（国際関係論・外国語教育・国際理解教育） 

 

私の専門は非常に多岐にわたっており、これまで国際関係

論、ビジネスマネジメント、そして英語教育に関する研究を行

ってまいりました。特に、外国語教育や国際理解教育を通じた

実践的な学びに関心を持っています。これまでの教育現場での

経験では、高等学校での英語指導に携わっており、教室でのマ

ネジメントや評価の作成、効果的な授業計画などを行ってきま

した。私は「教えることは学ぶこと」という信念のもと、実体

験に基づいた実践的な授業を大切にしています。授業では、生

徒が学ぶ喜びを感じ、授業が終わるたびに「もっと英語を学び

たい」と思えるような工夫を心がけています。今後、皆様とと

もに学び合えることを心より楽しみにしております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 


